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	ホクコーカソロンAA粒剤６.７
	■種 類 名：ＤＢＮ粒剤
	■有効成分：ＤＢＮ 6.7%
	■化管法指定物質：ｼﾞｸﾛﾍﾞﾆﾙ又はＤＢＮ［第１種］ 6.7%
	■登録番号：第14216号
	■毒    性：普通物(毒劇物に該当しないものを指していう通称)
	■登録初年：1979.12.11
	■性    状：淡褐色細粒
	■有効年限：５年
	■包    装：3kg×8袋
	10kg×１袋（地域限定）
	【特長】
	 ギシギシ、ヨモギ、スギナなど難防除雑草に卓効を示す園芸用除草剤。
	 吸収移行性の土壌処理剤で、雑草の発生を長期間抑える。
	 果樹の下草や非農耕地での適用がある。
	【適用内容】（2023年10月末日現在）
	【効果・薬害等の注意】
	◆ そ菜(かぼちゃ、うり類など)、花卉(菊など)、ホップなどの栽培園に隣接している場所及びその栽培予定地
	◆ 新植後３年未満または間作予定の果樹園、桑園
	◆ ハウス、温室などの施設内及びその周辺並びに設置予定地
	◆ 移植後間もない樹木の周辺
	◆ 本剤に影響を受けやすい樹種（マツ類、モクセイ類、モミ類、ニワウメ、ヒノキ、コウヤマキ、イチジク）などの樹冠下
	◆ 激しい降雨の予想される場合は使用をさけること。
	◆ 本剤の飛散あるいは流出によって有用植物に薬害が生じることのないように十分注意すること。
	◆ 水源池等に本剤が飛散･流入しないよう十分に注意すること。
	◆ 関係者以外は作業現場に近づかせないこと。小児、通行人、家畜などに留意すること。散布後（最小限その当日）も散布区域に
	縄囲や立て札を立て立ち入らせないこと。

	【安全使用上の注意】
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